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代替循環冷却ポンプは，炉心の著しい損傷が発生した場合に溶融炉心が落下するまでに原子

炉格納容器下部にあらかじめ十分な水位を確保するとともに，落下した溶融炉心を冷却するた

めに設置する。 

系統構成は代替循環冷却ポンプによりサプレッションチェンバのプール水を残留熱除去系

熱交換器にて冷却し，残留熱除去系等を経由して原子炉格納容器下部への注水又は原子炉格納

容器内へスプレイした水がドライウェル床面に溜まり，原子炉格納容器下部開口部を経由して

原子炉格納容器下部へ流入することで，溶融炉心が落下するまでに原子炉格納容器下部にあら

かじめ十分な水位を確保するとともに，落下した溶融炉心を冷却できる設計とする。 
  
1. 容量の設定根拠 

代替循環冷却ポンプの重大事故等時における容量は，重大事故等対策の有効性評価解析（原

子炉設置変更許可申請書添付書類十）において有効性が確認されている流量として   m3/h/

個以上とする。 
 
公称値については            150m3/h/個とする。 
 

2. 揚程の設定根拠 

代替循環冷却ポンプの重大事故等時における揚程は，原子炉圧力容器注水経路，原子炉格納

容器スプレイ経路及び原子炉格納容器下部注水経路のうち，必要揚程が最も大きくなる原子炉

圧力容器注水経路において，下記を考慮して決定する。 

① 水源と移送先の圧力差：   m 

重大事故等時のサプレッションチェンバと原子炉の圧力差 

② 静水頭       ：   m 

サプレッションプール水位低と主蒸気配管ノズルのレベル差 

③ 配管・機器圧力損失 ：   m 

④ 合計        ：   m 
 
代替循環冷却ポンプの重大事故等時における揚程は，④の合計以上とし，  m以上とする。 
 
公称値については            80mとする。 
 

3. 最高使用圧力の設定根拠 

 3.1 吸込側：1.37MPa 

代替循環冷却ポンプの重大事故等時における吸込側の使用圧力は，下記を考慮して決定す

る。 

① 静水頭：   MPa 

ポンプ設置床と真空破壊装置のレベル差 

② 重大事故等時のサプレッションチェンバ圧力：   MPa 

③ 合計：   MPa 

 

代替循環冷却ポンプの重大事故等時における吸込側の使用圧力は，③の合計以上とし，残留

熱除去系の使用圧力と同じ 1.37MPaとする。 

 

 3.2 吐出側：3.73MPa 

代替循環冷却ポンプの重大事故等時における吐出側の使用圧力は，下記を考慮して決定す

る。 

① 静水頭：   MPa 

ポンプ設置床と真空破壊装置のレベル差 

② 重大事故等時のサプレッションチェンバ圧力：   MPa 

③ ポンプ締切揚程：   MPa 

ポンプ締切揚程：  m 

④ 合計：   MPa 

枠囲みの内容は商業機密の観点から公開できません。 
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